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『すべては神の賜物 ハレル ハレルヤ』（聖歌集 ４８３） 

司祭 フランシス 下 条
しもじょう

 裕
ひろ

章
あき

 

とり散らかり、混沌を思わせるわたしのデス

クまわりを眺めながら、どうしてこうなるのだ

ろう。さて何からはじめれば片付くのだろうと、

思うことがしばしばあります。まず、どこから

でも、目の前にある何かに手をつけることが解

決への道のはじまりとなる。千里の道も何とや

ら、始まればおおむねその道を進むことはでき

るものです。しかし、わかってはいるのに、整

理をはじめられないわたし、反省してもまた混

沌に逆戻りする、わたしのデスク

がここにあります。 

社会でも教会においても、さま

ざまな困難がわたしたちの身のま

わりで話題となり、不安の増大を

感じさせられるようになってすで

に久しい気がします。混沌の時代

を生きるため－生き残るためでは

なく、いきいきと生かされてゆく

ため、どこから手をつければいい

のでしょうか。 

そこで、わたしたちの主イエスの生涯を改め

て思いめぐらしてみましょう。主の歩まれた道

はとても平和・平穏な道とは言い難いものでし

た。困難と不安は目前また生活の傍らにありつ

つ、イエスはその弟子たちや出会う人たちに歩

み寄り、語りかけられました。自分たちの生活

の安定を求めて防壁や富を備えよとは決して

言わず、苦しみや圧迫のなかにある人びととと

もに生きるためにあえて、困難で不安な現実に

向きあわれました。 

 ではそのまず大切にされたこととはいった

い何だったのでしょうか。試しに手もとの事典

を開いて、「まず」という語を引いてみると、

マタイによる福音書には１１回出てくるよう

です。「まず行って兄弟と仲直りを…（５:２

４）」、「まず自分の目から丸太を…（７：５）」、

「まず強い人を縛り上げ…（１２:２９）」など

など。しかしながらその筆頭は、

「何よりもまず」と言葉が強めら

れている個所、「何よりもまず、神

の国と神の義を求めなさい。そう

すれば、これらのもの（生きるに

必要なもの）はみな加えて与えら

れる。（６：３３）」だと思います。 

時が良くても悪くても、どんな

時代状況の中にあっても、わたし

たちが、また教会の共同体が目指

すものは、まず神の国と神の義だというのです。 

 神の国は、神の恵みと支配によって、「シャ

ローム（主の平和）」が実現した新秩序・新社

会を表します。イエス・キリストの到来によっ

てその種は芽吹き、わたしたちの世界に広がり

ます。また神の義は、神の思いと合致した行動

を指しています。 シャロームを実現させよう

とする働きを意味しているといってもよいで

しょう。         ＜３ページへ＞ 
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を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
社
交
的
で
も
話
し
上
手
で
も

な
い
の
に
な
ぜ
そ
ん
な
に
う
ま
く
い
く

の
？
と
若
干
の
悔
し
さ
も
感
じ
な
が
ら

（
笑
）
、
そ
ん
な
母
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。 

（
長
女
晶
子
が
語
る
母
の
思
い
で
） 

 

母
は
、
文
化
芸
術
的
な
も
の
が
大
好
き

で
、
母
自
身
は
音
楽
家
で
は
な
い
の
に
、

音
楽
に
も
、
と
っ
て
も
理
解
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

今
、
私
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
毎
日

幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、

母
の
お
蔭
と
い
う
部
分
も
、
と
て
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。 

 

で
も
、
母
が
私
を
、
音
楽
の
世
界
に
導

い
て
く
れ
た
、
と
い
う
の
と
は
、
少
し
違

う
気
が
し
て
い
て
。 

「
こ
ん
な
世
界
が
あ
る
よ
」
っ
て
、
音
楽

の
世
界
の
扉
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
感

じ
で
す
。 

そ
し
て
、
私
自
身
で
扉
の
鍵
を
開
け
て
、

私
自
身
で
道
を
切
り
開
い
て
い
く
の
を
、

見
守
っ
て
く
れ
て
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
感

じ
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
よ
う

で
も
、
あ
り
ま
し
た
。 

 

（
夫
の
言
い
分
） 

子
ど
も
達
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
の
違
い
が

面
白
い
な
と
感
じ
ま
す
。
と
同
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
理
解
し 

夫
々
個
別
に
対
応
し
て
き
た
家
内
の
懐

の
広
さ
も
感
じ
ま
す
。 

彼
女
の
最
後
の
夢
で
あ
っ
た
沖
縄
の
家

が
年
内
に
は
完
成
し
ま
す
。
彼
女
が
ほ
し

か
っ
た
お
御
堂
と
そ
の
お
御
堂
に
は
め
込

む
彼
女
デ
ザ
イ
ン
の
三
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
（
二
ペ
ー
ジ
下
段
と
三
ペ
ー
ジ
一
・

二
段
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
逝
去
者
記
念
式 

・
エ
リ
ザ
ベ
ツ 

大
原 

弘
子
さ
ん 

五
月
二
十
一
日
（
日
）
当
教
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

・
セ
シ
リ
ア 

百
井 

幸
子
さ
ん 

六
月
十
日
（
土
）
葛
飾
茨
十
字
教
会
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

▼
訃
報 

・
ミ
カ
エ
ル 

伊
藤 

憲
治
さ
ん 

二
〇
一
七
年
五
月
十
八
日
逝
去 

享
年
七
十
四
歳 

通
夜
の
祈
り 

五
月
二
十
一
日
（
日
） 

葬
送
式 

 
 

五
月
二
十
二
日
（
月
） 

 
 

 
 

 

当
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

・
パ
ウ
ロ 

上
野 

昌
夫
さ
ん 

二
〇
一
七
年
六
月
十
四
日
逝
去 

享
年
七
十
二
歳 

通
夜
の
祈
り
六
月
十
六
日
（
金
） 

葬
送
式 

 

六
月
十
七
日
（
土
） 

 
 

 

聖
愛
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

・
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
・
バ
ラ 

秦 

温
子
さ
ん 

二
〇
一
七
年
七
月
十
三
日
逝
去 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

享
年
七
十
五
歳 

通
夜
の
祈
り 

七
月
十
七
日
（
月
） 

葬
送
式 

 
 

七
月
十
八
日
（
火
） 

 
 

 
 

 

当
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

＜巻頭言より＞ 

ちなみに、シャロームとは、人もまた社会についても、傷つき欠けたところのない状態

を表します。そこでは抑圧や差別、痛みや苦しみを負った人が放置されることはありま

せん。 

 わたしたちの教会、また一人ひとりに大きな力はなくとも、「シャローム」を目指し

て、隣人・社会に向け、具体的な働きかけを、成否に関わらず試み続けること。その出

会いの現場から、宣教の喜び、生きる力のすばらしさ、支えあう社会の大切さへの気づ

きが必ず与えられます。そして、わたしたちの神への祈りと礼拝は、神の国と神の義を

まず求めるキリストの歩みと結ばれ、さらに豊かなものとされてゆきます。 


